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本学級の 5名の生徒のうち、3名は自宅からオンラインで授業に参加している。 

そのため、ハイフレックス授業が日常となっており、各教科の担当が工夫をしているが、実技

教科については、双方が同じ内容を同時展開することが困難である。 

保護者の理解を得た上で、別課題で対応する場面も出ており、保健体育では以下のように

取り組んでいる。 

 

運動会予行では、動画等を参考にさせ、座学のみにならないよう、自宅で活動できることを課

題として提示した。 

3 人で一緒にダンスをくり返し練習していたので、オンラインによる実技テストでは、動きがそろ

っており、意欲が感じられた。 

生徒にも、オンラインでもよく練習していたことと動きがそろっていた点について評価した。 



保護者にも、実技テストの様子や評価について、家庭訪問時に伝えている。 

 オンライン参加の生徒への課題の提示につ

いて、Ｇｏｏｇｌｅクラスルームのストリームを利

用した。 

課題の提出については、宿題フォームへのア

ップでも、ペーパーでも可にしている。 

授業中の様子が把握できないため、その

時間にリアルタイムで取り組んでいるかどう

かは、生徒を信頼するのみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、各教科のプリントや教材を配布することも、時間差が生じるため、家庭訪問でまと

めて配布している。教室で配布したものをあらかじめ伝えておき、いつ届けにいくのかを生徒

にも伝えている。保護者には、電話やメール等で訪問を知らせ、要件を伝えている。 


